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市
ス
ポ
ー
ツ
＆

　
入
賞
情
報
（
敬
称
略
）

第
　
回
登
米
市

２６
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

学
年
別
選
手
権
大
会

　
■
開
催
日
　
　
月
　
日
（
日
）

１２

１２

　
■
会
　
場
　
登
米
総
合
体
育
館

【
小
学
４
年
生
の
部
女
子
】

　
第
１
位
　
佐
藤
菜
央
（
南
方
）

　
第
２
位
　
小
澤
あ
ゆ
み
（
南
方
）

　
第
３
位
　
岩
城
美
希
（
中
田
）

　
　
　
　
　
宍
戸
歩
光
（
石
越
）

 
【
小
学
５
年
生
の
部
男
子
】

　
第
１
位
　
菅
原
潤
（
迫
）

　
第
２
位
　
鈴
木
壮
威
（
迫
）

　
第
３
位
　
及
川
魁
（
中
田
）

　
　
　
　
　
佐
藤
弾
（
迫
）

 
【
小
学
５
年
生
の
部
女
子
】

　
第
１
位
　
文
俊
美
（
南
方
）

　
第
２
位
　
及
川
華
奈
（
迫
）

　
第
３
位
　
佐
藤
彩
理
（
迫
）

　
　
　
　
　
小
野
寺
彩
友
（
中
田
）

 
【
小
学
６
年
生
の
部
男
子
】

　
第
１
位
　
阿
部
航
大
（
東
和
）

　
第
２
位
　
佐
藤
太
寅
（
東
和
）

　
第
３
位
　
及
川
幸
翼
（
中
田
）

　
　
　
　
　
佐
藤
俊
希
（
中
田
）

 
【
小
学
６
年
生
の
部
女
子
】

　
第
１
位
　
五
十
嵐
千
乃
（
迫
）

　
第
２
位
　
大
山
真
由
子
（
迫
）

　
第
３
位
　
千
葉
る
い
（
石
越
）

　
　
　
　
　
千
葉
遥
（
中
田
）

 
【
中
学
１
年
生
の
部
男
子
】

　
第
１
位
　
小
野
寺
貫
（
中
田
）

　
第
２
位
　
鎌
田
陸
（
迫
）

　
第
３
位
　
高
橋
啓
（
迫
）

　
　
　
　
　
八
島
祐
太
（
迫
）

 
【
中
学
１
年
生
の
部
女
子
】

　
第
１
位
　
遠
藤
千
冬
（
迫
）

　
第
２
位
　
狩
野
里
美
（
迫
）

　
第
３
位
　
鈴
木
彩
夏
（
迫
）

　
　
　
　
　
横
山
稀
理
（
迫
）

 
【
中
学
２
年
生
の
部
男
子
】

　
第
１
位
　
熊
谷
祐
汰
（
中
田
）

　
第
２
位
　
三
浦
祐
哉
（
迫
）

　
第
３
位
　
佐
藤
裕
周
（
迫
）

　
　
　
　
　
関
泰
作
（
中
田
）

 
【
中
学
２
年
生
の
部
女
子
】

　
第
１
位
　
小
野
寺
美
乃
（
中
田
）

　
第
２
位
　
及
川
佳
澄
（
中
田
）

　
第
３
位
　
佐
々
木
明
日
香
（
迫
）

第
　
回
み
や
ぎ

１０
長
持
唄
全
国
大
会

　
■
開
催
日
　
　
月
　
日
（
祝
）

１１

２３

　
■
会
　
場
　
登
米
祝
祭
劇
場

【
一
般
の
部
】

　
準
優
勝
　
佐
々
木
春
夫
（
石
越
）

　市では、新年恒例の「市消防団出初式」を1月９日に開催します。　

　出初式では、市民の安全・安心を願うとともに、訓練や行進を通じて力強

い登米市消防団の姿を披露します。皆さんのご来場をお待ちしています。

【日時】　１月９日（日）　午前９時～１１時

【会場】　市消防防災センター

【内容】　観閲行進、式典、消防訓練、消防防災センターの開放など

【問い合わせ】　市消防本部警防課　消防団係　緯 ０２２０（２２）１９０１

登米市消防団出初式を開催します

昨年度の観閲行進の様子

受付時間日　　程会　　場

午前
9時～

１１時

午後
１時～

３時３０分

1月20日状・21日畳

米山総合支所 ２階 大会議室

豊里公民館 研修室

石越総合支所 ボランティア室

南方庁舎 ２階 大会議室

1月24日条・25日杖
東和総合支所 ３階 大会議室

津山老人福祉センター 会議室

1月26日浄・27日状
迫公民館 １階 研修室

登米総合支所 201～203会議室

1月28日畳・３１日条中田庁舎 １階 101会議室

【畜産収支事前記帳相談会日程】 　
円
滑
な
申
告
相
談
が
で
き
る
よ

う
白
色
申
告
の
畜
産
農
家
（
個
人

事
業
主
）
を
対
象
と
し
左
記
の
日
程

で
記
帳
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

　
畜
産
分
の
申
告
は
、
非
常
に
時

間
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
必
ず
記

帳
相
談
会
で
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。

　
平
成
　
年
度
の
償
却
資
産
の

２３

申
告
時
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し

た
。
事
業
で
使
用
す
る
償
却
資

産
を
所
有
し
て
い
る
皆
さ
ん
は
、

賦
課
期
日
（
平
成
　
年
１
月
１

２３

日
）
現
在
の
償
却
資
産
を
申
告

書
に
記
載
し
、
１
月
　
日
ま
で

３１

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
課
税
の
対
象
と
な
る
償
却
資

産
は
、
土
地
お
よ
び
家
屋
以
外

の
事
業
で
使
用
す
る
資
産
（
構

築
物
、
機
械
お
よ
び
装
置
、
車

両
お
よ
び
運
搬
具
、
工
具
・
器

具
お
よ
び
備
品
な
ど
）
で
す
。

早
め
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先
】

　
総
務
部
税
務
課

　
固
定
資
産
税
係

　
緯
０
２
２
０
（
　
）
２
１
６
３

２２

　
各
総
合
支
所
地
域
生
活
課

固
定
資
産
税
償
却
資
産

申
告
書
の
提
出
に
つ
い
て

畜産収支の
事前記帳
相談会を
実施します

【
必
要
書
類
】

虚
畜
産
に
係
る
収
支
内
訳
書

許
減
価
償
却
費
計
算
書

距
肉
用
牛
の
棚
卸
表

　
※
許
、
距
は
昨
年
の
申
告
時
に

作
成
し
た
も
の
も
必
要
で
す
。

鋸
肉
用
牛
の
売
り
上
げ
と
経
費
が

分
か
る
書
類

　（
農
協
発
行
の
出
荷
実
績
一
覧

書
、
各
経
費
の
領
収
書
な
ど
）

漁
筆
記
用
具

【
問
い
合
わ
せ
】

　
総
務
部
税
務
課
市
民
税
係

　
緯
０
２
２
０（
　
）
２
１
６
３

２２

平
成
　
年
度

２２

全
国
体
育
指
導
委
員
表
彰

　
■
開
催
日
　
　
月
　
日
（
木
）

１１

２５

　
■
会
　
場
　
岐
阜
県
 で
愛
ド
ー
ム

【
　
年
勤
続
体
育
指
導
委
員
表
彰
】

３０　島
陰
久
雄
（
米
山
）

【
小
学
３
年
生
以
下
の
部
男
子
】

　
第
１
位
　
細
浦
息
吹
（
南
方
）

　
第
２
位
　
上
野
直
人
（
迫
）

　
第
３
位
　
千
葉
優
斗
（
迫
）

　
　
　
　
　
阿
部
聡
（
迫
）

　
【
小
学
３
年
生
以
下
の
部
女
子
】

　
第
１
位
　
阿
部
佳
乃
（
東
和
）

　
第
２
位
　
八
嶋
莉
恵
（
登
米
）

　
第
３
位
　
千
葉
寧
音
（
中
田
）

　
　
　
　
　
小
野
寺
菜
月
（
中
田
）

【
小
学
４
年
生
の
部
男
子
】

　
第
１
位
　
堺
紀
人
（
迫
）

　
第
２
位
　
但
木
大
介
（
迫
）

　
第
３
位
　
大
内
朝
陽
（
中
田
）

　
　
　
　
　
千
葉
響
（
石
越
）

9 Jan.2011

洗練された旬の味を求め、大勢の人が訪れました　料理を通して生産者・料理人・消費者が交流

地域の防災力
向上の一助に

㈱割烹くまがいと㈱中田葬祭
誠香社が消防車両を寄贈

　
地
域
の
防
災
意
識
の
向
上
を
目

的
に
、
㈱
割
烹
く
ま
が
い
、
㈱
中

田
葬
祭
誠
香
社
（
熊
谷
貞
雄
代
表

取
締
役
）
か
ら
市
消
防
団
中
田
支

団
に
対
し
消
防
広
報
連
絡
車
が
寄

贈
さ
れ
　
月
　
日
、
消
防
防
災
セ

１１

１６

ン
タ
ー
に
お
い
て
受
納
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
受
納
式
に
は
寄
贈
者
で
あ
る
熊

谷
代
表
取
締
役
や
市
長
を
は
じ
め

中
田
支
団
の
関
係
者
な
ど
約
　
人
２０

が
出
席
し
、
関
係
者
が
見
守
る
中

車
検
証
と
マ
ス
タ
ー
キ
ー
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
両
社
に
対
し
て
感
謝

状
が
贈
ら
れ
、
市
長
は
「
中
田
支

団
の
広
報
車
と
し
て
、
地
域
の
安

全
・
安
心
の
た
め
に
使
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま

し
た
。

　
こ
の
広
報
連
絡
車
は
、
多
目
的

に
活
用
で
き
る
ワ
ゴ
ン
タ
イ
プ
の

軽
自
動
車
で
、
車
内
設
置
用
消
火

器
や
広
報
装
置
を
装
備
し
て
い
ま

す
。
今
後
は
中
田
総
合
支
所
に
配

備
さ
れ
、
女
性
消
防
団
員
に
よ
る

地
域
の
防
火
予
防
巡
回
な
ど
に
役

立
て
ら
れ
ま
す
。

熊谷代表取締役（左）から市長に車検証とキーが贈呈

赤色灯も完備し、災害現場への出動も可能な広報車

旬
の
食
材
の
味
覚
を
楽
し
む
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
地
の
恵
み
と
海
の
幸
味
わ
い
フ
ェ
ア

　
市
内
の
生
産
者
と
販
売
や
流
通
、

消
費
な
ど
に
関
わ
る
人
が
交
流
し
、

登
米
・
南
三
陸
地
域
の
安
全
・
安

心
で
良
質
な
農
林
畜
産
・
水
産
物

を
Ｐ
Ｒ
す
る
「
大
地
の
恵
み
と
海

の
幸
味
わ
い
フ
ェ
ア
」
が
　
月
　

１１

２４

日
に
仙
台
国
際
ホ
テ
ル
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
フ
ェ
ア
は
、
市
や
南
三
陸

町
、
農
業
協
同
組
合
が
仙
台
国
際

ホ
テ
ル
と
共
催
で
企
画
し
た
も
の

で
、
当
日
は
、
生
産
者
お
よ
び
販

売
や
流
通
関
係
者
、
料
理
人
な
ど

約
１
８
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
フ
ェ
ア
に
先
立
ち
　
月
１０

　
日
に
は
、
仙
台
国
際
ホ
テ
ル
の

２６中
村
総
料
理
長
を
は
じ
め
各
料
理

長
が
市
と
南
三
陸
町
の
生
産
現
場

を
視
察
し
、
生
産
者
か
ら
の
説
明

な
ど
を
通
し
て
食
材
へ
の
理
解
を

深
め
ま
し
た
。

　
フ
ェ
ア
で
は
、
布
施
市
長
と
佐

藤
南
三
陸
町
長
あ
い
さ
つ
の
後
、

仙
台
国
際
ホ
テ
ル
の
中
村
総
料
理

長
が
食
材
や
メ
ニ
ュ
ー
を
紹
介
。

　
テ
ー
ブ
ル
に
は
、「
仙
台
黒
毛

和
牛
の
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ
」、「
登

米
産
彩
り
野
菜
の
握
り
寿
司
」、

「
登
米
産
赤
ピ
ー
マ
ン
の
ム
ー
ス
」、

「
穴
子
の
マ
リ
ネ
柚
子
風
味
」、

「
ど
ん
こ
の
味
噌
た
た
き
」
な
ど
、

食
材
の
味
や
魅
力
を
生
か
し
た
和

食
・
洋
食
・
中
華
・
ス
イ
ー
ツ
な

ど
、　

種
類
を
超
え
る
メ
ニ
ュ
ー

３０

が
並
び
ま
し
た
。

　
訪
れ
た
人
は
、
数
々
の
料
理
を

楽
し
み
な
が
ら
、
登
米
・
南
三
陸

両
地
域
の
食
材
の
豊
富
さ
や
、
食

材
の
持
つ
魅
力
を
多
い
に
体
感
し

て
い
ま
し
た
。　

生産現場を視察する仙台国際ホテルのシェフ


